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(百万円未満切捨て)

１．2019年12月期第３四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第３四半期 137,049 1.1 3,571 △25.2 3,674 △23.1 2,548 △24.4

2018年12月期第３四半期 135,548 － 4,772 － 4,775 － 3,372 －
(注) 包括利益 2019年12月期第３四半期 1,402百万円( △59.9％) 2018年12月期第３四半期 3,494百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年12月期第３四半期 177.58 －

2018年12月期第３四半期 235.00 －
　

(注) 2019年12月期第１四半期より、当社の国内連結子会社の退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更し、遡及適用を行ったため、

2018年12月期第３四半期については、遡及適用後の数値を記載しております。また、2018年12月期第３四半期の対前年同四半期増減率は、

当該遡及適用が行われたため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年12月期第３四半期 97,612 51,560 52.8

2018年12月期 83,719 51,521 61.5
(参考) 自己資本 2019年12月期第３四半期 51,560百万円 2018年12月期 51,521百万円
　

(注) 2019年12月期第１四半期より、当社の国内連結子会社の退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更し、遡及適用を行ったため、

2018年12月期については、遡及適用後の数値を記載しております。
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 － 40.00 － 55.00 95.00

2019年12月期 － 40.00 －

2019年12月期(予想) 55.00 95.00
(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 183,000 0.4 4,500 △32.9 4,618 △29.7 3,227 △30.2 224.89
(注)1. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

2. 対前期増減率は、当社の国内連結子会社の退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更し、遡及適用を行ったため、遡及適用後

の数値との比較によるものです。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 1社（社名） Wismettacフーズ株式会社
　

(注) 詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(当四半期連結累計

期間における重要な子会社の異動)をご覧ください。
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年12月期３Ｑ 14,353,140株 2018年12月期 14,353,140株

② 期末自己株式数 2019年12月期３Ｑ 112株 2018年12月期 112株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期３Ｑ 14,353,028株 2018年12月期３Ｑ 14,353,082株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。

(四半期決算補足説明資料の入手方法)
四半期決算補足説明資料は、2019年11月13日(水)にＴＤｎｅｔで開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載する予定
です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

［当第３四半期連結累計期間の概況］

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、全体としては緩やかな回復が続いているものの、中国経済の

先行き、各国の政策に関する不確実性、通商問題の動向が世界経済に与える影響等依然として先行きが不透明な

状況が続いております。

一方、わが国経済は輸出や生産の弱さが続いているものの、雇用環境に着実な改善がみられる等、全体的には

緩やかな回復基調が継続しております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、日本食をはじめとしたアジア食品・食材を北米を中心

に欧州、中国・東南アジア、豪州等で販売を行う「アジア食グローバル事業」、及び青果物・水産物等を国内市

場中心に中国・東南アジア等で販売を行う「農水産商社事業」を主たる事業として業績の向上に努めてまいりま

した。

アジア食グローバル事業におきましては、北米地域の成長に加え、北米以外の地域における事業基盤の拡充を

当社グループの成長戦略の一つとして積極的に市場開拓を進めてまいりました。農水産商社事業におきましては、

主力販路である卸売市場に加え、それ以外の販路(量販店、外食・中食産業等)並びに海外販路(国産青果物の輸

出、青果物の三国間貿易、中国国内における卸売事業)の拡大に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高1,370億49百万円(前年同期比1.1％増)、営

業利益35億71百万円(前年同期比25.2％減)、経常利益36億74百万円(前年同期比23.1％減)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益25億48百万円(前年同期比24.4％減)となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高につきましては、外部顧客への売

上高を記載しております。

［セグメント別業績の概況］

① アジア食グローバル事業

アジア食グローバル事業の当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高952億66百万円(前年同期比3.6％

増)、営業利益33億71百万円(前年同期比10.7％減)となりました。

北米地域における売上高は伸長いたしましたが、中国からの輸入品に対する追加関税の引き上げやナショナル

ブランド商品の値上等により原価が上昇いたしました。経費面では、依然、人件費をはじめとした物流部門等の

経費について高止まりが続いております。また、構造改革(利益率の改善と物流経費の抑制)、及び将来の成長の

ための先行的な人材採用経費を計上いたしました。これらの要因により、営業利益は減益となりました。

北米以外の地域における売上高は伸長いたしましたが、利益面では、英国子会社のHarro Foods Limitedが減益

となったこと等により全体では減益となりました。同社におきましては、ＥＵ離脱問題の影響に伴う為替変動が

継続し、仕入原価を押し上げたことが影響いたしました。

② 農水産商社事業

農水産商社事業の当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高391億29百万円(前年同期比4.1％減)、営

業利益４億89百万円(前年同期比47.7％減)となりました。

売上高は、国内及び中国における青果全般(柑橘類、トロピカル商材、野菜類)の販売苦戦及び販売単価の下落

が影響いたしました。

利益面では、国内販売における青果全般の減収、及び原価上昇等が影響いたしました。

③ その他事業

その他事業の当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高26億53百万円(前年同期比4.7％減)、営業利益

58百万円(前年同期比23.6％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ138億93百万円増加し、976億12百

万円となりました。主な要因は次のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間末における流動資産合計は、883億14百万円(前連結会計年度末比133億75百万円増

加)となりました。流動資産の増加は、受取手形及び売掛金の減少18億31百万円があったものの、現金及び預金

の増加139億４百万円、未収還付法人税等や前払費用を含む流動資産のその他の増加11億19百万円があったこと

によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定資産合計は、92億98百万円(前連結会計年度末比５億18百万円増加)

となりました。固定資産の増加は、顧客関連資産の減少２億41百万円、ソフトウエア仮勘定の減少２億37百万円

があったものの、建物及び構築物（純額）の増加８億９百万円、リース資産（純額）の増加２億11百万円があっ

たことによるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ138億54百万円増加し、460億52百

万円となりました。主な要因は次のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間末における流動負債合計は、209億88百万円(前連結会計年度末比８億11百万円増

加)となりました。流動負債の増加は、未払法人税等の減少５億75百万円があったものの、支払手形及び買掛金

の増加６億円、未払金の増加３億34百万円、未払費用を含む流動負債のその他の増加２億７百万円、役員賞与引

当金の増加１億65百万円、リース債務の増加１億25百万円があったことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定負債合計は、250億64百万円(前連結会計年度末比130億42百万円増

加)となりました。固定負債の増加は、長期借入金の増加128億81百万円によるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ39百万円増加し、515億60百万

円となりました。純資産の増加は、主に為替換算調整勘定の減少11億44百万円があったものの、利益剰余金の増

加11億85百万円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向や市場環境を踏まえ、2019年２月14日に公表した業績予想の数値を修正いたしました。詳細に

つきましては、本日公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、当該業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績等は

様々な要因により当該予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,520 42,424

受取手形及び売掛金 19,547 17,716

たな卸資産 25,425 25,640

その他 1,604 2,724

貸倒引当金 △158 △190

流動資産合計 74,939 88,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,857 2,667

機械装置及び運搬具（純額） 374 431

工具、器具及び備品（純額） 75 198

リース資産（純額） 185 397

その他（純額） 279 175

有形固定資産合計 2,771 3,870

無形固定資産

のれん 671 597

ソフトウエア 168 376

ソフトウエア仮勘定 303 65

顧客関連資産 815 573

その他 69 64

無形固定資産合計 2,028 1,677

投資その他の資産

投資有価証券 1,255 1,114

差入保証金 1,058 931

繰延税金資産 1,035 979

その他 810 798

貸倒引当金 △178 △73

投資その他の資産合計 3,979 3,750

固定資産合計 8,779 9,298

資産合計 83,719 97,612
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,540 12,141

短期借入金 2,640 2,679

1年内返済予定の長期借入金 140 132

リース債務 52 178

未払金 2,740 3,074

未払法人税等 700 125

賞与引当金 538 466

役員賞与引当金 － 165

株主優待引当金 5 0

その他 1,816 2,024

流動負債合計 20,176 20,988

固定負債

長期借入金 9,351 22,232

リース債務 135 222

繰延税金負債 126 87

役員退職慰労引当金 560 623

退職給付に係る負債 1,467 1,495

その他 378 403

固定負債合計 12,021 25,064

負債合計 32,197 46,052

純資産の部

株主資本

資本金 2,646 2,646

資本剰余金 6,531 6,531

利益剰余金 41,983 43,168

自己株式 △0 △0

株主資本合計 51,160 52,345

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6 6

繰延ヘッジ損益 △3 △5

為替換算調整勘定 360 △783

退職給付に係る調整累計額 △2 △2

その他の包括利益累計額合計 360 △785

純資産合計 51,521 51,560

負債純資産合計 83,719 97,612
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 135,548 137,049

売上原価 112,201 113,294

売上総利益 23,347 23,755

販売費及び一般管理費 18,575 20,183

営業利益 4,772 3,571

営業外収益

受取利息及び配当金 103 177

持分法による投資利益 2 21

受取保険金 174 1

貸倒引当金戻入額 － 7

その他 32 51

営業外収益合計 313 259

営業外費用

支払利息 128 87

為替差損 123 67

その他 57 0

営業外費用合計 309 155

経常利益 4,775 3,674

特別利益

特別利益合計 － －

特別損失

特別損失合計 － －

税金等調整前四半期純利益 4,775 3,674

法人税、住民税及び事業税 1,518 1,109

法人税等調整額 △116 15

法人税等合計 1,402 1,125

四半期純利益 3,372 2,548

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,372 2,548
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 3,372 2,548

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 △0

繰延ヘッジ損益 6 △1

為替換算調整勘定 143 △1,064

退職給付に係る調整額 － 0

持分法適用会社に対する持分相当額 △25 △79

その他の包括利益合計 122 △1,146

四半期包括利益 3,494 1,402

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,494 1,402

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

退職給付債務の計算方法の変更

第１四半期連結会計期間より、当社の国内連結子会社の退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更し

ております。この変更は、事業環境の変化に対応するために、2019年１月に国内連結子会社２社を合併し、さら

に今後の業容拡大に伴い、人員増が見込まれることから、これを機に、退職給付に係る数理計算上の見積計算の

信頼性を検証したところ、原則法の採用により退職給付債務計算の精度を高め、退職給付費用を期間損益計算に

より適切に反映することができると判断したために行ったものであります。

当該会計方針の変更は、遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ11百万円減少しております。前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映された

ことにより、利益剰余金の前期首残高は235百万円減少しております。

IFRS第16号「リース」の適用

第１四半期連結会計期間より、日本基準及び米国基準を採用する当社及び一部の連結子会社を除く在外連結子

会社において、IFRS第16号「リース」を適用しております。IFRS第16号「リース」では、借手のリースについ

て、単一の会計モデルを導入し、原則として全てのリースに関して資産及び負債を認識することが求められてお

ります。

当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

一部の在外連結子会社は、税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である西本貿易株式会社を存続会社とし、同じく当社の

連結子会社であるWismettacフーズ株式会社を消滅会社とする吸収合併を実施しております。当該吸収合併によ

り、Wismettacフーズ株式会社は第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。なお、存続会

社である西本貿易株式会社は、2019年１月１日付けでWismettacフーズ株式会社に商号変更しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

アジア食グロ
ーバル事業

農水産商社
事業

その他事業

売上高

外部顧客への売上高 91,945 40,820 2,782 135,548 － 135,548

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,074 139 － 7,213 △7,213 －

計 99,020 40,959 2,782 142,762 △7,213 135,548

セグメント利益 3,774 936 47 4,758 13 4,772

(注) １．セグメント利益の調整額13百万円には、セグメント間取引消去△1,215百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社損益(全社収益と全社費用の純額)1,229百万円が含まれております。全社収益は、主に各報告

セグメントからの受取配当金であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

アジア食グロ
ーバル事業

農水産商社
事業

その他事業

売上高

外部顧客への売上高 95,266 39,129 2,653 137,049 － 137,049

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,631 24 － 6,655 △6,655 －

計 101,897 39,153 2,653 143,704 △6,655 137,049

セグメント利益 3,371 489 58 3,919 △348 3,571

(注) １．セグメント利益の調整額△348百万円には、セグメント間取引消去△1,396百万円、各報告セグメントに配分

していない全社損益(全社収益と全社費用の純額)1,048百万円が含まれております。全社収益は、主に各報

告セグメントからの受取配当金であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社の国内連結子会社の退職給付債務の計算方

法を簡便法から原則法に変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の測定方法により作成し

たものを記載しております。
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